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F332岐阜膝下の強震に就て

町岐阜測候所 測候技師淵本

測候技手藤田兼吉同須田瀧雄

(1)概説昭和 9年，8月 18日午前 11時 38分頃岐阜豚南部に此の地方として

は近来稀えに強震が起うた。震央は郡上郡八幡町の南々東約5粁〔東経136
0

53'，北緯35
0

42りに営り震源の深さは極めて浅ぐ 5粁内外と推定される。震央附近では倒潰家屋を

越

前

第 1固ー震度分布闘

張昆 河三L

生歩、る程ではなく，道路に寵裂を生じ土蔵

壁の一部剥落し，急:傾斜の山腹の土砂岩石

等が崩落す喝石位の程度であったが本勝と

h じでは明治42年8月14日の江濃地震以来

ゐ長大ゐもので~i5った。本地震が起ると直
ちに所員は震央地域を踏査し叉気象蓋，測

イ候民所等よりの報告を仰ぎ調査に従事した。

E次たι取り敢へ1宇Fド、共の結果の極概要を記す。
. (2~む)震度分布及地鳴此の地震は本初洲-1

部地方の金般から関東地方'近畿地方の

大部分，及中園，四園地方の一部にかけて

可なりの虞範闇に亙り人身感莞を生じた。

本勝下に於ける管内観測所等から報告され

た震度及地鳴の模様等を第一表に掲げる。

第→園は之から推定された震度分布国で，

崎震度分布は震央に封して釘稀的でなく，強

震及強震〈弱き方〉の地域が震央から南側に

偏じてゐる。之は此の地方の北部は山地で強固な岩石地帯であるに反し，南部は洪積

屠又は沖積暦で地盤が比較的軟弱な震ではあるまいかと考へられる。

第 1表 管内震度表 V;強震， IV;強震〔弱き方)， iII;弱震， II;弱震(弱き方).

金山 (V，Gr. Pa. rトラックjノ如キ強キ昔〉岩村(III，Ter. Gr.) 太田 (IV，All. Ter.) 
板取 (III，Gr. Jur. Pa.北東ヨリ遺骨ノ如キ弱キ昔〉 北方 (III，All.列車カや遠クヲ遁ル

如シ〉 川上 ClI， Pa. Gr.遠雷ノ;如キ弱キ昔〉 奥明方 (III，Pa.自動車ノ如キ昔)'土

岐津 nv，Gr.) 大垣 CIV，'All. Pa.ゴート云フ音，精強シ〉 高須 crII，All.) ー揖斐ー
(lII， All.、Pa.自動車ノ;如キ弱キ音〉 養老 (III，Pa.P.) 、紳土(IV，P.火山ノ爆護ノ

:ー如キ強キ昔〉 中津 (III，_Gr.自動車ガ坂道ヲ登ノレ如キ昔恵那山方面ヨリ〕ー闘ケ原 (IV，

王、 D.Pa.特急列車ノ通過不ル如主音). 市場 (III，~Pà. Gr.)二 白鳥 (III，̂-11.、Mes.P.) 
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中ノ保 (V，Pa.遠需ノ如キ昔);釜戸 III， Ter. G.遺骨又ハ列車ノ通過スル如キ音〉 谷

合 CIII.Pit.) 小坂(III，P. rトラック」ノ如キ弱キ昔) 萩原 (III，P.) 久々野 (III，P.) 
八幡 (V，Pa.地鳴アリ〉 紳淵 (IV，Pa. P.自動車ノ如キ強キ昔〉 下麻生 CIV;Pa. All. 

Ter.官鳴ノ如キ強キ昔) 下呂 (III，P.汽車ノ如午音) 春日 (III，Pa. Gr.自動車ノ通過

スノL如キ昔〉 葛原 (III，Pa.飛行機ノ如キ昔〉 上村(IV，.Gr.)小坂湯屋 (III，P.自動

車ノ如キ音〉 洞戸 (II.Pa.自動車ノ如キ張キ音つ 馬淵σV，P.) 徳山 (III，Pa.始

遠骨ノ如ク中頃大砲ノ如キ音〉 竹原，御厩野 (III，P.橋上ヲ車ガ遁;!.-如キ昔〉 手n良 (V，

Pa.) 黒津(lII，P. Pa.) 付知(III，P.遺クヨリ自動車ノ;来ノL如キ菅〉 高宮(IV，

Pa.大砲ノ知キ精強キ音〉ー 多良 (nT，Ter. Pa.遠クデ大砲、敷設連績スノL如キ昔) 六厩

(IV， And. P.) 竹原 (III，P.) 高根 CIII，P<t) 丹生川 CIV) 新淵 CIV;G. 

And.) 白m(IV，' G.' Aiu1.) 古川 nv，All.T.e]". Gr.) 角JII(IIi， Gn.) 舶帯
(IU， All. gn. gr.) 鹿間 (JI，gn.) 在家 (IV，All. gn. pn.) 高鷲 (IV，And. P. 

Mes. .自動車ノ如キ吾つ 東横山 (III，Pa 自動車ガ進行スル如干昔〉 美濃 (IV，pa. All.) 

詮 Pa.古生暦 Gr.花崩岩 P.紛岩 Mes.中生唐 Ter.第三系層ー

D.洪積層 All.沖積層 Gn.片麻宕 And.安山岩

(3)被害被害は震央を中心とし北々西から南々東に走る地域が比較的大きい。各

町村役場，警察署等の御調査に依る被害の概略を分類して弐表に示す。

第 2表‘ 被 害 表 (括弧内ノ、字名ヲ示ス)

紳淵付(無行ノru，中校ノ撞，岩瀬ノ崖一一100国D 金山町ぐ第二直一一10闘〉 和良村

(宮地堤防二ケ所，下洞堤防二ケ所，土原道路二ケ所3 法師丸道路一ケ所，其他橋梁三ケ所-一一一

一 3但40∞O闘〉 相相e生
園) 下原村(付司中3切六ケ所i下原町三ゲ所，渡二ケ所所大舵渡一ケ所，中津原二ケ所，漏来二
ケ所」一-20ωO固)λ口

山崩 刺I淵村(無行ノ山，中校ノ崖，岩瀬ノ崖〉 下之保，和良村(三庫山、土原山〉 相

生村(名津佐，千虎，中山，西原，キピシア久造) 下原村(下原町二ケ所，波二ケ所，中津

原ニケ所)。

寵裂 利1淵付{寺洞十ケ所，下，大橋二十ケ所，大場十ケ所，奥田十五ケ所，杉j同八ケ所，蔦場

三ケ所，中切五ケ所〉ー 金山町(第一直南北ニ小サク生ズ， .第二匡，第三I亘，第四l亘) 富

野村(志津野宅地長サ五十間隔三分〉 和良村(法師丸，土原，宮北) 相生村(名津佐

一ケ所，千虎一ケ所・3 中野三ヶ月lf，中山一ケ所，雛成毛ーケ所，森五ケ所〉 下原村(中切ーケ

所，下原町一ケ所〉口

井水及;扇水潤濁示f!1淵村(寺j同?用水止;!.-) 金山町(十時間濁ノ!.-) 下之保村(静野五日間

濁ノレ) 相生村(五日乃至十日間部ノ!.-) 三和村〈増水セ /L'所・アリ〉 下原村(大船渡六

ケ所五時間位中切ーケ所五時間位， rl:t津原ーケ所十時間位濁ル〉。

(4)地震波速度の算出 震央距離 35粁以内に地震観測所が友い震に震央附近の走

時の模様を精細に知る事が出来ない。が伎に震源、の深さを零とし vViechert-HeI・glotz

の方法が適用されるとして地震縦波 (PJ，及横波 (8)の速i支を算出した。但し P波の

経路と横波の経路は同ーと仮定する。第三表でムは震央距離，h仰は共のムに封ず

る震波線の最深黙の深さ" Vp 及 Vsは共の最深黙に於ける P波及 S波の速度であ
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第 3 表

a(粁〉 hm船 1.Vp(%，) Vs(世話、)

O 。5.3 '3.1 
30 1.5 5.65 3.23 

40 2，3 5.70 3.26 

50 3.1 5.75 3.30 

60 4.3 5.81 3.36 

70 5.8 5.86 3.39 

80 7.4 5.95 3.44 

90 9.5 6.04 3.49 

100 11.0 6.14 3.54 

120 15.5 6.34 3.69 

140 19.1 6.52 3.81 

160 23.7 6.71 3.95 

180 28.7 6.89 4.08 

200 32.5 7.03 4.16 

250 38.7 7.29 4.32 

300 47.2 7.45 4.41 

400 51.9 7.59 4.46 

500 637 7.67 4.51 
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る。此の結果は従来二三の人法に依って得られたものと大障は一致するが特に認い所

では幾らかj主ふコ之は計算に用ゐた仮定に無理のある事及同地方と他との地質の相違

等に基因するものであらう。

(5)前震及飴震 7月 2日 8時 28分頃八幡町西方及 7月 22日 16時 40分

頃下川村東方に小さな地震があった。何れも本震の震央に近く，前震と考へでもよか

らう。

本震の起った8月 18日以後 31 日迄岐阜測候所の地震計‘に感じた官余震は 37同あ

った(第四表〉。

18日中に 26.同あわ時と共に同教は著しく減少してゐる。このうち 18日 12時

47分頃及同 14時 06分頃のものが最大で岐阜でも微震を感じ，初動は本震と同様に
何れも上動であった。此等二つの地震の震度分布を第二固に示す。共の他のものも大

部分は震央附近では人身感覚があった5此等の飴震のうち2存続が(13)，(17)， (26)， 

(27)及。めのものは震央を比較的精密に決定されるが (27)はnlrr1淵村と美濃町の中

間，他は八幡町?下川村及金山町を頂黙とする三角形の地域内に起つてゐり，震源の
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深さも時と共に幾らか浅くなってゐる傾向があるO

第'4表 儀 震 表 (岐阜に於ける験測結果〉

番競 護 震 時 初動期時微間 番競 設 震 時;一 勤初 期時生徴間

18日11時51分18秒，9 4秒.6 日時 O分46秒，8 
秒、

1 20 18 14 1 

2 11 52 23.6 4.6 21 14 11 09.2 

3 12 04 39.2 . 4.6 22 14 18 19.8 

4 12 07 24.3 23 15 4430.4 5.4 

5 12 08 17.6 24 16 0829.3 4.8 

6 12 10 48，0 一 25 17 43 04.1 3.7 

7 12 14 15.1 8.1 26 18 17 11.1 5.6 

8 12 14 33.3 一 27 19 7.40 55.2 4.4 

9 12 16 55.3 一 28 8 12 53.0 4.6 

10 12 1748.0 29 20 1.30 16.5 4.5 

11 12 3000.3 一 30 3，13 17.1 3.0 

12 12 37 30.8 31 4 04 10.5 4.0 

13 12 47 03.8 5.0 32 12 58.49.4 4，6 

14 13 07 14.5 1.4 ? 33 18 35 29.7 一
15 13 22 39.3 34 20 14 09.1 ， 2.2 

16 14 01 328 2.7 35 23 41 58.0 3.3 

17 14 06 36.6 4.9 36 27 17.09 59.2 4.6 

18 14 10 03.5 37 31 20 39 56.3 6，8 

19 14 10 15.6 

踏 査 報 告(1 ) 

測候技師淵 本

八幡町 1.)道路の亀裂町内には取立七 L云ふ程の鍾裂はないが，幅5粍程度，

長さ 10米位のものは諸々に現れてゐたが，殆ど崖の附近或は埋立地等である。従~っ

てその方向も崖の走向と同方向に現れてゐるが，その内でも北々西-南々東の方向を

示すものが多かった。町と川合村の堺にある洞泉寺橋附近'のコンクリートの護岸K籍4

裂が生じ又附近の天徳温泉内のコンクリート張りの浴槽に題裂が入ったこと等から.

見て震度陸相営強かった様である。 2.)墓石の轄倒.慈恩寺境内の墓石及石碑の鴻・

1ど杢部が廻轄又は倒れ，廻轄した一むのは例外なしに時針方向で角度ば 20度比達歩る

ものもある。倒れた方向は北ー南のものが最も多かった。 a.)被害棚の物， .応設
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の品物等が落ち，窓硝子の破損，屋根瓦の落ちた程度で町内には人畜の被害はなかっ

た。慈恩寺では大石碑(高さ 5尺，直径 3尺，重さ 500貫位〉が北方に倒れ落ち，寺

の壁を破ってゐる。共他土裁の壁の鍾裂，道路，河岸の小飲潰は諸庭に認められた。

相生村1.)亀裂及崩壊今岡の地震では最も被害の大きかった庭で，亀裂の最も

大きいものは箱坂附近で，幅最大 20糎，長さ 30米に達し，幅 10糎内外のものは

他に3ヶ所ある。a 方向は北々西-南々東に向ふものが多く，何れも断崖に面した庭に

生じてゐる。崩壊地としては箱坂峠にあるものが最も大きしこの崖崩の震に，崖下

で魚釣をしてゐた者が重傷を負った。亦との附近には小鐙裂及小崩壊は多数にある。

2.)銭道線路 山田騨から洲原迄が相営損傷を受け，その中八幡-相生聞が最も著し

く?線路も小屈曲を受けた部分が無数あった由，命之等の聞では線路が真直な部分に

も小屈曲を生じたる由。倫八幡一相生聞の銭橋の内第六長良橋は橋脚の埋土が沈下

し，銭橋上の忠良路と，築堤上の線路とには最大 280粍，延長 120米の沈下を生じ

たョとのコシクリ{ト橋脚は何等愛化なきも，周園の埋土が 10糎内外沈下したもの

である。国中 (A)の部は長さ 120米，最大 280粍の沈下を生じ銭道線路の湾曲を

章夫議
{すn長良星島}

生じ修理を施した部分， (B)は銭道線路が50粍沈下した部分で，附近の築堤は80粍

位J!II'C.向って移動し，附近一帯に i亀裂を生じてゐる。倫八幡-相生間の築堤等には

数個所にノj、亀裂を生じ，命コンクリート護岸工事の底部にも小亀裂(幅 2粍，長さ

30米位)が見られる。相生-深戸際問も銭道線路に多少の屈曲部はあったが，多く

は線路のカーブーしてゐる庭で，震直友廃にはたいとのととである。 3.)共の他の被

害営地は道路}山林，家屋等の被害も一番大きかった。白山紳位入口の土蔵壁の破

損妖況をロ給窮異に示す，大字名津佐の道路上に重さ 1000，貫位のE岩がとり落ちた

が幸ひ交通には差支ない(口給参J!の0 ・深戸騨より南は大した被害はなぐ，下川村で

は深戸際近くの略ょ鉛直なヨンクリ、戸十護岸と，道路との問に間際が生じてゐるoY.
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'JII橋附近には幅 30、糎長さ 4(1-50米位の大道裂を生じ通行出来ない。共庭は担立地

で、且つ一方が河であ石鴛y 大雨7の時にも屡々.崩壊する個所なるばiである。

.J11合村 大宇中坪地内の白鳥街道に幅 10糎長さ 30}択に亘る鍾裂を生ビた由，方

向は略北々西一前々来を示してゐるコ此庭も雨側は1，0米乃至 30米の陸rr崖を注し，

担土にょっで作られ先道路である。

j商水，井水の混濁其の他入幡町では井水の混濁等は聞か.なかでったが，相生村.では

地震と同時に井戸水の濁った所もあヲた。相生村大字東之原ではチ1:水、は大したき霊化を

認めないが，山から田へ引いてゐる用水は殆ど止まってしまった由，一般に郡上郡宅、

は相生村を中心にして涌水，井水の愛イじが多い。又地震営時は大きな地日烏と共に周国

の山は土煙を上げて崩潰したらしいが， ζ の土煙の上。た所は多:てはi前に山崩，叉は山

肌を表はしてゐる所・であって，別に今度の地震のため新しく著Lい山溺を生じた;所は

箱坂I!時以外にはあまり見営らなかタた。 、 (8月 .21 日現在)

其の他八l障警察署調査 (21日現在〉によると八幡町では新橋東側橋脚に'15粧の'亀裂，二二←姫町

主及び女皐1佼，小皐校庭，下回橋附近道路上にも小畠裂を生官。直裁判所裏，柳町道路に幅 10将ー

長さ 12米，幅 10粍長さ 10米，及び幅 8粍，長さ 10米の 3ケの小亀裂あり。蕊思戸内墓石

105本倒、る D 大石碑倒る(前述)0.同境内の裏山崩れたるも人畜に被害なしロ

川合村大宇中坪字尾崎，天徳温泉のコンクリートに 2個所長さ 2米位の亀裂あれ之は湯槽に

も延長す。大宇中坪洞泉寺前鯨道にJj、亀裂あり。同地内グラウンF'にもIJ、亀裂あり。同地内白鳥街

道に幅 10粧，長さ "30米に瓦る亀裂3ぅr所現る D 修理後交通支障なし。差山村道路に亀裂あれど

も交通に支障なL-o土寂の壁に亀裂を生じ壁の倒落あり D 応頭に陳列したるもの落ち叉は倒る口

口明方村大字市島宇中組地内に長さ 10米，幅 2米の崩潰個所あり 9 相生村箱坂に崩潰あれー名

重傷(前述〉。相生騨附近餓道線路に故障を生じ列車一時不遇。深戸一相生問のトンネノし附近一部

決よ貴，銭道不通となるD 醤田村棚の物落ち，時計止る。岩石無数落下す。美濃澗原障の北方900米

の地里占鍛造線路にIJ、屈折を生ず。

踏 査 報 告げ)

測候技手藤田粂吉

下麻生町町役場の壁に諸庭亀裂かあり，南面応かけた時計は日時過O分で止る。

窓硝子がこ三枚割れた由o役場。裏の銭道踏切の盛土ほ雁行形に割れる。同町小皐佼

の校庭ぬ東南隅に三4宇}ド三径→間位の圏形の3酒直裂;ああり?同IJ小jト、善墜主校裏の-東西方向の石工底豆勤カが宝， :2 2 
米位Fり〉間隔で

:三ご三1湘固月崩焼~与白:;it;>‘あ。?元z乙司由。下麻生E事長の談に主Jれば地漢の際殉国の山は総て記煙をあ1げ，主た

小め石が山土より落下し危険を感じ七戸外へ!-s.fちと;ιた-が上下:動激してベ時は;出
Jる乙;とが出来志かヲたさろである。地震前ビ地!烏あごりj‘仁:ゴ.......Jど云ふ者は北部かも来

予と様民感:じたと云ふ。又j高山線岐阜基票占38:5:-:8~;:粁'.v聞に 50 貢及び\3:0貫位。:岩宥
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. 
各 3個落ちたが直ちに取除き列車運韓民は支障なかった。豚山林課の某技手は地震の

時下麻生乃北方 10粁の山林中にゐたが，谷に沿ふて北方より「ゴー」と云ふ地鳴と

共に周国乃山は悉く土煙をあげ岩石。落下する物音が物凄かうたと云ふコ又最近山H烏

りが時々あうたが別 tて地震はなく一腹何だらうと人々が不安に思ってゐたさうぜあ

る。

高山線白河口一下油井間 高山線岐阜基黙 51.4粁附近の白河口一下油井間の軌道

上に前O貫程の犬石 100米上上り落下，ために軌道二本破損，その取換の間不通で

あった由。古河口，下池井雨!際附Jliは石庄が小部分崩れた位で時計止らや大したとと

はなかったっ

金山町・長幅寺の境内に南東一北西に向く小亀裂あり。燈箆の笠が南寄りの地黙に

落ちたと云ふ。墓石は一般に時計廻りで角度は十数度であった。際の前の茶屋では地

震後井戸水が濁り十九日朝は平常に復したと云ふ。町内宇井尻の墓地の墓石は時針方

向に 8-10度の廻轄をしてゐた。

其の他金山警察署の調査によると，益田郡下原村民家土蔵の壁ー坪儀落ちるo飛弾街道境橋附近

鯨道上に落石あり一時交通杜絶口武儀郡上保村字小樟地内岩石崩潰し，自動車不通司武儀郡菅田町

前山橋の橋憂少し:破損す，菅田町庄吾l時!騒遺亀裂を生ず。武儀郡神淵村には被害なし。

管田町 町内道路に幅約1寸j長さ 5-6間の地裂が生じ，壁が落ちたり石垣の破

損したのが相営あった由。同町林泉寺では屋根瓦が落ち，東西向きの土裁の庇が下

り，壁に多数の亀裂が入ってゐた。寺の人の話では地震の際土蔵の扉が前方(北〉に

倒れた。と云ふ。叉同町助役の談に依れば、，字貝洞は特に甚しく，壁の落ちたのや，石

垣の破損は無数で、'墓石 100基は 1基残ったのみで全部倒れたさうである。叉悶に

居て草取りをして居た人は地震中倒れさうで苗にしがみついて，やっと過すとーとが

出来，叉山中に居た入で立てコて居られなくたって山から落ちて負傷した人もあると云

ふ。地鳴は北西一南東に感じ，地震後井戸水が一般に濁って居る。又掲震数日ruなから

川の瀬音が良く聞え町民斉しく衆味悪く思ってゐたと云ふ。

紳淵村龍門寺の墓石は廻事事方向は一様でないが，反時針廻轄をしてゐるもの Lう

ちで，測定の結果最大lr20'のものがあった。字大穴句墓地では，その角度は僅かで

あうたが，反時針廻轄を多く示してゐた。

:踏 査 報 告(3 ) 

測候技手須田瀧雄

八幡町慈恩寺墓石の廻轄を調査するに.皆右廻りに廻縛して居る。共の中略正四

角柱と思はれるものに就き廻縛角を測って見ると最大 17020'で，普通 100 内外の廻

轄をして居た。倒れたのは皆切口'が短形の物であって，南北向のものと・東西向のも
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• 
のと略同教の中で南北向の物が多く倒れてゐた。

堀越峠 八幡より堀越峠に至る途中は工事中で到る所赤い岩が見えてゐるが，今度

の地震で崩れたと思はれる庭が約 10個所あった，内最大なものは麓より 5分の1位

の所に 3坪位の崖が崩壊し道路上に砂が積って居た。此等の多‘くは工事で露出した愛

成花筒岩で傾斜は 600-80。位の念峻な柱欣或は板欣節理を現はし，崩れ易い庭であ

る。峠の麓で岩石が崩れ落ちたためー名負傷した。

安久田村 村人の言に依れば古土臓の壁が落ち，屋根瓦が落下した位で被害は殆ど

たく，南北に面する時計止り F 風撃の様危地鳴を聞いた。小墜校分教場に至ると長さ

20米，幅 7米の運動場の南北長選に沿って崖縁に方向南北長さ 13米，幅の極狭い亀裂

を生じてゐた。飴震は度々あり，営日も午後 2時頃に 2，3同の微震を感じたと云ふ。

踏 査 報 告(壬)

測候技手小幡好一

武儀郡中之保村勝道沿ひ字若栗地内に岩石落下し牒道の一部を破損す。字湿井直

及rヵラ山」地内の山道に亀裂あり(カラ山地内のものは南北 3米，幅 2糎〉。共附
近の非住家の屋根瓦数枚落ちた他特別の被害なし。金村に亙って井水濁り，石碑の事事

倒多く方向は概して西方でるる。南北に面した掛時計は止らなかった。地震に際して

は地鳴を伴ひ，震度は強震(弱き方〉と推定された。

武儀郡富之保村石碑の倒壊は西向叉は北西向に多く，村内でも字栗野区で最も多

数の韓倒があった。字武儀倉地内の湧水は 19日正午に至るも濁って居た。一般に井

水は濁り，棚上器物の落下，瓶水の溢出等随所にあわ上下動を比較的強く感じた。

地震は何れも地鳴を伶ひ 19日午前 10時頃迄に 4，5同感じた。村内に被害と稀す

る程の所はなかった。

武儀郡」三之保村 村役場員の観測に依れば 19日午前 10時頃迄に飴震 10同を感

ぜりと云ふ。石垣のズレ及校庭の亀裂等あるも何れも小さい。山崩の内字行合地内の

ものは!際道に崩れ落ち一時自動車の通行を阻止した。宇山本地内だけは井水が濁った

が其他は異常なかった。村内一般に関東大地震の時よりも強く感じたが入畜の被害は

たかった。掛時.計止る方向，墓石の轄倒方向，地鳴等は前記 2個村と大目豊同じ。

(lp6) 



踏 査 報 告(5 ) 

測候技手靖国好恵

上麻生村字東郷では東西に面した時計が止った程度で，器物の倒れたのは鈴り聞

かや。飴震は 18日人が飛出る程度のものが 5同位あり，本震後は遠雷を聞く様な地

鳴を痩けさまに聞き，方向;ま不明なるも極く微な震動を感じ，夜宇頃迄績いた様であ

る。 19日午前 7時より 8時の間に 2同地震を感じ，遠雷の如き地鳴を感宇。 20日

夜宇より 7時迄に 4同の地震を感十。墓石等の倒潰なし占字石作の山頂の少部分が

崩壊して居った。字落合の墓石は北東及び南西の方向に稲規則正しく倒れて居た。

倫石垣の崩れ，壁の小亀裂等軽微友被害が認められた。

神淵村 字下大橋氏家の石垣破損す。附近の水田は一斉に濁り，小路にも諸庭に鍾

裂を生じた0'同宇野首墓地は殆ど全部が南東に倒れるか，或は時針向に廻縛したと

云ふ。宇中切の飴震の欣況は前と同様やはり速電の如き地鳴を伴って，.18日本震後

無数に感じてゐる。方向は村内の大塚では西と云ひ，中切では北と云ふ何れも谷の調

けてゐる方向と同様で、ある。倫零時 30分に弱震(溺き方)を感宇、るも地鳴は聞き得

なかった口本震と同時に所々に土煙を立て，水田，小Jllは濁り，井戸水，湧水等も濁

り，中にはj回れたものもあったと云ふ3 道路の小鐙裂，土裁の小鍾裂，石垣の崩没，

器物の倒落等軽微な被害があった。字岩瀬では 100貫位の石が山頂より道路に落下

し交通一時社絶し，綾いて小石が落ち来り危険にして部落民は皆避難したと云ふ。音量

門寺墓地では墓石は倒れ宇，廻韓は時針向のものが多く，中に反時針向のものもあっ

た。同字の民家3戸は山腹の湧7J¥.を使用して居たが，本震後j回れてしまった。関東地

震の際も宇日位j周れて叉湧出したさうである。字追分の榊淵雨量観測所では本震のi祭

受話器が落ち，附近の崩れか Lつでゐた壁が1間程落ちた。袋坂峠は道路に沿って切

立った庭が 4個所程僅かに崩れた程度である。

菅田町 神田では時計全部止り，器物倒れ，土蔵の亀裂等軽い被害があった。桐洞

の墓地は全部倒れたと云ふが整理されたものが多い。廻持は時計向が多く，角度は5。

内外で，中に僅かに反時計向のものもあった。何れも 20
0

内外であった，墓石のコ y

クリート迭の墓は何れも鍾裂が入って居た3 同墓地の山裾を通る幅2米程の道路には

幅 1.5糎程の亀裂が断模して1町徐縫いてゐた。営時は 3，4僚もあり，長さはもっ

と長かったと云ふ。附近は水田，小Jllは濁り，湧水の止った庭も数個所有った由。
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